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1．はじめに

フランス語もしくはカナタに関する研究をする者以外の人々にとって、アカ

ティ（英語名アカティア）はきわめてなじみの薄い名称である。おそらく多く

の人々は今までこの名前を一度も耳にしたことがないであろう。アカティとは

現在地図には存在せず、過去においても時代により不確定な領土をさす地名で

ある。カナタの人口の4分の1を占めるフランス語系の人々はその殆とがケベッ

ク州に居住しているため、カナダのフランス語といえば、多くの人はケベック

のフランス語を思い浮かべる。しかし、カナダのフランス語に関する研究にお

いて、アカティのフランス語はケベックのフランス語に次いで重要な研究対象

となっている。本論文の研究対象となるアカディのフランス語とは、主に沿海

諸州（二コ」一一・プランズウィック州、ノヴァ・スコシア州、プリンス・エドワー

ト・アイランド州）に居住するアカディアン達が使うフランス語である日。

本論文ではまずアカディの歴史について考察する。なぜなら、アカティのフ

ランス語の形成は17世紀初頭のアカティ創立に始まり現在に至っているからで

ある。宗教と言語が異なるイギリスの支配下でのアカディ民族（le peuple

acadlen）の「存続」（la survlVanCe）は、カトリック宗教とフランス語の擁

護とは切り離せない相互関係にあった。次に、アカディのフランス語の現状を

民族存続にとって新たな脅威となる同化問題と関連させ、社会言語学的視点で

考察してみる。最後に、規範フランス語と比較しながら、音韻論、形態論、統

辞論、語蜃論の側面からの考察を試みる。なお、本論文では、フランス語を研

究対象とする論文の性格から、日本においては英語名アカティアが一般的であ

るがフランス語名アカディを使うとする。

2．7カディの形成とその歴史

2．1　7カディの言吾源

「アカティ」という名称はイタリア人航海士ショウァン二・ダ・ヴェラザ一
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ノ（G】0VannlDa Verrazano）の発見に由来するといわれている。1524年、

彼はフランス王フランソワ1世に派遣されフロリタからカナタのニューファン

ラントを航海する途中、アメリカ東部メリーラントのチェサピーク湾を発見し

た。その美しさに魅了されたヴェラサーノは、ここを－1「代ギリシャの地上の楽

園になぞらえてアルカディア（Arcadla、仏Arcadle）と命名した2〉。それ以

来、この名称がいくつかの変形で地図や公文ガなとにたびたび登場するように

なる。アルカティアの変形であるラルカティア（Larcadla）が1548年のシャ

コモ・カスタルティ（GlaCOmO Gastaldl）の地図に地名として初めて現れる。

この名が示す場所は現在のマサチュウセッツ州のケイブコット湾（Cape cod

Bay）である。その後、この名称はさらに北東の地域、すなわちノヴァ・スコ

シアを指すようになる。1603年、フランス国王アンリ4世はピェール・ショヴァ

ン（Plerre Chauvln）を「カナダおよびラカディ（Lacadle）」の総督に任命

する。ピエール・ショウァンの死後、ト・モン（De Monts）は国王に宛てた

ニューフランスの探索と栢民地化に関する請願書の中でラカティ（Lacadle）

の名称を用いた。1601年のギヨーム・ルヴァセール（Gulllaume Levasseur）

の地図では現在のメイン州を「カティの沿岸」（Coste de Cadle）としており、

シ′ヤンプレーンはかesSαUUαgeSと適された国手宛の報告釦こおいて現在のカ

ナダ沿海州を指す名称としてアルカティ（Arcadle）を用いた。

17世紀の初頭、アルカティアの変形であるアカティ（Acadle）の名称が文

吉と地図に広く用いられた。1628年から1763年の問、アカティ（Acadle）は

ニューイングラントの東とニューフランスの南東にまたがる不確定の領土を意

味していた。しかし、1763年に北アメリカにおけるフランスのすべての植民地

がイギリスに割譲されてからは、アカティの名称は地図から完全に消えてしま

い、ニュー・フランズウィック、ノヴァ・スコシア半島を含めた地名であるノ

ヴァ・スコソ了にとって替わられた。現在、アカデイという地名はもはや地図

には存在ないが、この名称が示す範囲はケープ・フルトン島、プリンス・エト

ワード・アイラント、カスペソ南部沿岸、マドレーヌ島なと、アカデイアンが

多く仕む歴史的地域を含む。

7カティの名称の由来に関しては、上記の説以外に沿海州に住んでいたミク

ー87－



アカデイのフランス語についての一考察（金）

マク族の言彙からの借用説がある。それによれば、アカティは「野営地」を意

味する先住民の言葉「アルガティグ」（Algatlg）もしくは「肥沃な土地」を

意味する「カティ」（Cadle）の変形である3）。この説をとなえる研究者達は、

カナダ沿海州には「カティ」を接尾辞とするトラカディ（Tracadle）、ペスモカディ

（Pesmocadle）、シュへナカディ（Chubenacadle）、シェヌカティ（Schene。adle）

なとの地名があるということを根拠の一つとしている。

以上で見たように「アカティ」の概念は時代により変化し、広義にはニュー

インクランドからニューファンランド島、そして狭義にはカナダ沿海州（現在

のノヴァ・スコシアだけを指す場合もある）を指す名称として用いられてきた。

2．2　7カディの概咤史

アカディアン達はケベック人達と歴史的には共通の祖国（フランス）を持つ

が、彼らとは異なった歴史とアイデンティティを持った独自のエスニック集団

である。現在どちらもカナダ連邦に組み込められているが、ケベックでは連邦

からの独立志向が大きな流れとして絶えず存在しているのに比へアカティア

ン達はケベックの独立志向にある意味で冷ややかなまなざしを注いでいる。ア

カディアン達のこのような姿勢は、約4世紀の間絶えず自らの存続が脅かされ

てきた歴史に深く結びついている。

10、11世紀頃からカナタ大西洋沿岸にスキャンティナヴィ7人が現れ、その

後15世紀末、ジョン・カポットによりこの一帯がきわめて優れた漁場であるこ

とが報告されると、バスク、ブルターニュ、ノルマンディー、イギリスなどの

漁民達が現れはじめた。16世紀の間、フランスとイギリスをはじめとするヨー

ロッパ諸国にとって、カナダ大西洋沿岸は鰐の産地として重要な漁場であり、

ニューファンランド島沿岸に漁業基地が設立された。しかし、16世紀終わり頃

にヨーロッパでフェルト帽が普及し、ビープァーの毛皮が帽子用の良質のフェ

ルトになることから、カナダ先住民との　ピーヴァーの毛皮交易が鱈漁業より

重要性をおびることになる。まさしくこの毛皮交易のためにフランス人達のカ

ナダへの進出が始まる。最初に北アメリカに植民地を設けたのはフランス人で

あった。
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1603年、フランス王アンリ4世は、60名の入植者を一年間滞在させ、さらに

先住民にキリスト教を布教するという条件で、独占企業家卜・モン（Plerredu

Gua de Monts）に北アメリカでの毛皮交易の独占樅を与えた。1604年3月、

ド．モンはプトゥランクールー（JeansdeBlenCOurt，barondePoutrlnCOurt）、

シャンプレーン（SamueldeChamplaln）と共に120名の入植者を率い二隻の

船で北アメリカに向かった。2ケ月の航海後、探検隊は現在のノヴァ・スコシ

アのLa Haveの岬に到着した。彼らは安全な場所を求めさらに探検を続け、

同年6月現在のニュー・プランスウィック州のパサマクォティ湾（Passama－

quoddyBay）に位置するサント・クロワ島（ile Salnte一一CrolX）を発見し、

そこに毛皮交易の最初の拠点を築いた。ト・モンは入植者達の金員を調達する

ため、独得した毛皮と一緒にプトゥランクールをフランスに戻した。島には水

と樹木が欠乏したうえ過酷な気候条件のため、卜・モンと入植達は悲惨な冬を

越さなければならなかった。春が訪れる前に畠に残った者の半数が壊血病にか

かり死んだ。翌年の7月、ト・モンはファンティ湾を横切りノウァ・スコシア

のポール・ロワヤル（現在のアナポリス・ロイヤル）に植民地を移した。ここ

は肥沃で農業にも適しており栢民地設立を本格的に行えるようになった。

1607年、毛皮交易を巡る反日によりド・モンは国王から授かった独占権を失

い、彼が率いて米た移住者達はフランスに戻ったためアカティの植民地化はし

ばらく中断する。卜・モンはアカディから手を引くが、ニューフランスでの独

占的交易をあきらめなかった。その後、彼はセントローレンス河流域に対する

独占的取引桁を拉持し、ンヤンプレーンをこの地域に派遣した。1608年、シャ

ンプレーンは現在のケへックンティに毛皮交易のための駐屯地を設立するが、

これが後にニューフランスの首都になり、現在のケへック発祥の地となる。こ

の時から、カナタにおけるフランスの∴つの植民地、アカティとケペソクは互

いに異なった歴史を歩むことになる。このことは、アカディとケベックのフラ

ンス語がそれぞれ独白に変化していく要因の一つになった。1610年、プトゥラ

ンクールは法Ⅰ二の庇護のもとアカティに戻りポール・ロワヤルでの植民地設立

を再開する。アカティの建設が実質的に始まったのはこの年である。それ故、

プトゥランクールは7カティの創設者と見なされている。
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アカティは設立当時からフランスとイギリスの覇権争いに翻弄され、その存

続は絶え間ない脅威にさらされることになる。1613年ニューイングランドのヴァー

ジニアからの探検隊はアカディにおけるイギリスの権利を主張しポール．ロワ

ヤルを占領した。さらに、1621年イギリス国王ジェームス一世はスコットラン

ト人のサー・ウィリアム・アレキサンタ一にアカディの地を植民地にする特許

を授けた0アカディはラテン語で「新しいスコットランド」を意味するノヴァ．

スコシア（NovaScotla）に改名される。この時以来、フランス人入植者が居

住する地が、フランスにとってはアカティ、イギリスにとってはノヴァ・スコ

シアとそれぞれ異なった呼称で領有権争いの的になる。1632年3月29日のサン．

シェルマン■アン・レ講和条約（letralte de SalntLGermaln－en－Laye）によ

りアカディはふたたびフランスに戻された。リシリュウ枢機卿はアカティの地

理的条件を鑑み、ニューフランスとイギリスの緩衝地の役割を持たせるため、

従兄弟のラツリー（IsaacdeRazilly）をニューフランスにおける国王代理人

およびアカティ総督の資格でアカティに派遣する。このことは、フランス国王

政府がそれまで民間に任せていたアカティの植民地経営に乗り出したことを意

味した。同年7月、ラシリーはアカティ再建のため、三隻の船で主にトゥレー

ヌ地方、ペリ地方、フルターこュ地方などの出身者約300名を率いアカティア

に向かった。この時期の入植者達が現在のアカディアン達の祖先の核をなして

いる。

1635年11月のラジリーの急死はラ・トゥール（La T。ur）とドルネー

（D’Aulnay）の間に総督の地位を巡る煽烈な闘争に火をつけることになる。

1650年、後者の死により権力闘争に終止符が打たれるが、内部抗争の隙をつき

イギリスがアカティに対して再び干渉を行う。この時期、アカティの人口は約

400名と推定される。1654年にニューイングランドの軍隊がポール．ロワヤル

を占領し、その後アカディは1667年のフレダ条約までふたたびイギリスの支配

下に入る01667年フランス領に戻ったアカティはフランス本国の援助を必要と

していたが、ウユルサイユにとってはニューフランスが最大の関心事であり、

アカディはニューフランスとイギリスの植民地ニューインクランドとの緩衝地

にすきなかった0このような本国のアカディ政策のため、この地における植民
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地建設は1680年代末まで、本国政府の支援を受けずにアカティアン自らの力に

より推進されていった。このことは彼らの独立精神とアイテンティティの形成

に人きな影轡を及ぼした。このころすでに、彼らの間では自らをフランス人で

はなくアカティアンであるという意識が芽生えていた。

アカティは本国に頼ることなく、フランスと敵対関係にあったニューインク

ランドと独Rに交易を行い経済を運営していった。人口も年々増加し、1670年

の最初の不完全な人口調査ではアカディアン人目は約500名と推定された。

1686年に実施されたより正確な調査では915名と記録されている。しかしなが

ら、アカティが依然として孤立無援の状態にあるということには変わらず、す

でに数力人の人口を有していたニューイングランドの脅威に絶えずさらされて

いた。

1688年、フランスとイギリスとの間でふたたび戦争が起き、ニューイングラ

ントからの攻撃が始まった。1690年、ポール・ロワヤルはニューイングラント

により占領された後、1697年の講和条約によりフランスに返されるが、休戦状

態はその後たった3年しか続かなかった。1702年にスペイン継承戦争が勃発す

ると、アカティは両度イギリスの攻撃にさらされることになる。アカティ防衛

のための本国からの支援を望めず、見捨てられたアカティアン達は、1704年と

1707年のイギリス人達の攻撃に徹底的に抵抗し自らを守った。ウェルサイユは、

アカティ総督が植民地防衛に必要な、軍と食員の補給を要請したにもかかわら

ず、ヨーロッパでの戦争に気を取られ、ほんの少しの援助しか与えなかった。

1710年、300人のアカティ軍は自らの防衛力を卜倍以Lもし回る3，400人のイギ

リス軍に包囲され、10H問に及ぶ抵抗の末イギリスに降伏した。1713年、ユト

レヒト条約が締結され、アカティはノウァ・スコノアとなり、またボール・ロ

ワヤルはアナポリス・ロイヤル（AnnapollS Royal）に改名され完全にイギリ

スの領土となった。

イギリスにとってアカティアン達は獲得したばかりの植民地を維持するため

になくてはならぬ存布であった。なぜなら、予想に反して1749年までは、イギ

リスからの移民を始と引きつけることができなかったからである。イギリス人

達は、宗教が製なり、自らの数を遥かにL回る一つにまとまったフランス系住
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民を統治するという難問に取り組まなければならなかった。そのためイギリス

王への忠誠を誓うの拒否し、フランスを反対するいかなる戦争においても申立

を守ろうとしたアカディアン達を追放しようとはしなかった。1613年から1744

年までは、ヨーロッパにおいてフランスとイギリスの問で平和が維持されてい

た。しかし、北アメリカにおいては両国間の反目が完全になくなったわけでは

ない01720年、フランスはケープ・プルトン島のルイプール（LoulSbourg）

にポール・ロワヤルにとってかわる砦を築き町を建設した。このことはフラン

スがアカティを取り戻そうとしていることを意味しており、ノヴァ・スコシア

のイギリス軍にとっては脅威であった。

1744年、オーストリア継承戦争の勃発により、北アメリカにおいてはノウァ・

スコシアとルイフールがフランスとイギリス間の戦闘の舞台となった。1745年

のイギリスによるルイブールを陥落にもかかわらず、1748年のエクス・ラ・シャ

ベル（AlX－la－Chapelle）の和約でルイプールはフランスに戻ってしまった。

フランスはアカディアン達をノヴァ・スコシアのイギリス当局に対抗させよう

とし、一方イギリスはイギリス国王に忠誠を誓わない彼らを追放しようと考え

た。1750年フランス人は現在のニュー・ブランズウィックとノヴァ●スコシア

を結ぶ地峡の端にポセシュール（BeauseJOur）砦を建て、イギリス人はそれ

に対抗しノウァ・スコシア側にローレンス砦を建設した。アカディアン達はイ

ギリス当局からふたたび、イギリス国王に忠誠を誓うかフランス本国に戻るか

の選択を迫られる。彼らはそのどちらも拒否しノヴァ・スコシアに留まること

を望んだ。しかし、1755年ハリファックスに駐留していたチャールズ・ローレ

ンス（CharlesLawrenee）総督は、彼らの存在がノヴァ・スコシアを危険に

さらし植民地建設に不利であるとの確信から「アカティアン追放令」を出した。

この年は、アカディの歴史にとって最も重要な年になる。すなわちアカティア

ン達が後に「ル・ダラン・テランジュマン」（LeGrandDerangement）と呼

ぶようになる悲劇の始まりであった。それはアカティアン達の集団意識から決

して消えることなく、いつまでも生き続ける民族の悲惨な過去である。

当時のアカティアンの人口は約18，000人と推定される。その内、約6，000人

は1749年から1752年の間に、イギリスの迫害の脅威から逃れるため、ニュー・
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フランスウィノクなと周辺のフランス領に避難していた。また1752年から「ア

カティアン追放令」が実行に移されるまでに、数千人がすでにイギリスの支配

が及びにくい森の中に逃れていた。1755年10月27日、24隻の船に積み込められ

た4，800人のアカディアン達がノヴァ・スコシアから追放された。なお、この

時の悲劇の舞台の一つであったクラン・プレ（Grand－Pre）は、アメリカの詩

人ロンクフェロー（Longfellow）の詩「ェヴァンジュリン」（Evangellne）に

歌われ（1847年）世界中に知れわたるようになる。同年11月と12月にはそれぞ

れ約1，800人、約600人のアカティアン達が追放された。1763年までの8年間、

約10，000人のアカティアンが北アメリカのイギリス植民地のあちこちとルイジ

アナ、イギリス、フランスなとに四散させられた。彼らが追放された後、ノヴァ・

スコン了にはニューイングラントから約8，000人の入植者がやってきた。かく

して、フランス人入植者達が開拓した土地は、イギリス人が初めて多数を占め

る名実共にイギリスの植民地になった。

1756年に勃発したヨ一口ソパにおけるフランスとイギリスの7年戦争は、後

者の勝利で幕を閉じ1763年のパリ条約によりニューフランスのすべてがイギリ

スに割譲された。これにより北アメリカ大陸でのイギリスの覇権が最終的に確

立した。1764年、イギリス当局は、追放されたアカディアン達がイギリス国王

に忠誠を誓い、小さなクループに分散して暮らすことを条件に、かって7カティ

と呼ばれた望郷の地に戻ることを許した。かつて集団的に追放されたり、迫害

を逃れて逃げた7カティン達は、徐々にそして個々に帰還を始め主にニュー・

フランスウィ　ソクの沿岸に作みついた。やがてこの地域のアカティアン人口は

従来の居住地であるノウァ・スコシア半島のそれを上回るようになった。1771

年、約2，000人のアカティアンが沿海諸州に戻り住んでいた。

現在、アカティアンの人口は「ル・クラン・テランジュマン」により、北ア

メリカ大陸各地に四散させられた「流浪の民」の子孫を含め、約300万人と推

定される。10分の1に当たる約30万人がカナダ沿海諸州に住んでいる。苦難の

歴史を歩んできたアカディアン達が、自らのアイテンティティを守りつづける

うえで、フランス語とカトリック信仰が大きな役割を果たしてきた。現在、共

通の言語、文化、歴史的過去を杵にアカティの内外に居イi三するアカティアン達
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の様々なコミュニティーが連携を深めている。その一環として、1994年にニュー・

ブランスウィックで最初の「世界アカティアン会議」が開かれたのに次いで、

1999年8月にアメリカのルイジアナ州で「第二回世界アカディアン会議」が開

催された。

3．7カディのフランス語の現状

3．1　7カティアンのアイデンティティ擁護と言語問題

アカティアン達は、19世紀初頭まで政治的諸権利を剥奪され、孤立したコミュ

ニティとして暮らしていた。彼らとイギリス系多数派住民は非征服民族と征服

民族の関係にあり、言語と宗教の面で異なっていた。多数派住民はプロテスタ

ントで英語を使用し、一方アカティアン達はカトリック宗教とフランス語を固

守し続けていた。1820年末にアカディアン達に選挙権が与えられ、彼らは徐々

に政治に参与する機会を手にすることになった。このことは、彼らが長い間の

孤立から抜け出す第一歩になると同時に、彼らのアイデンティティが脅かされ

る要因の一つになった。長い間にわたり孤立状態に置かれていたことが、彼ら

のアングロ・サクソン文化（言語、宗教）への同化を防ぐのに少なからず責献

したことは否めない。

アカディアン達はその殆とが第一次産業（農業、漁業など）に従事し、自給

自足の生活を営んでいた。彼らの居住区はイギリス系住民が多く住む都市部か

ら遠く離れた交通の不便な農・漁村郡であった。さらに、カトリック教会は宗

教を通じて、フランス語を守り（フランス語で宗教行事を行う）、信者（アカ

ディアン）達がイギリス（英語、プロテスタント）に同化するのを妨げるのに

大きな役割を果たした。しかし、アカティアン知識人遠の啓蒙活動と民族再生

の運動は、アカティアン・コミュニティの政治的権利の拡大に結びついていっ

た。それに伴い、イギリス系住民との接触が拡大していった。

アカティアン達の同化を促すのに最も大きく働いたのは、伝統的な農村部

（フランス語カトリックの世界）から、オンクリオ州、合衆国なとの工業化が

進んだ都市部（英語、プロテスタン支配）への移住であった。都市部への移住
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は19世紀中柴から徐々に始まったが、特に、第一＿次世界大戦後の産業発展と産

業構造変化はそれをさらに促進させたり。1960年代からアカディアン労働人口

は第一次産業から第二次産業さらに第三次産業へと徐々に移転していった。都

市に対するあこがれと市場経済の発展に伴う労働市場の拡大は、仕事とよりよ

い生活を求めるアカティアン達を都市に駆り立てた。それまではまれであった

英語系住民との接触が、非日常的行為から日常的行為へと変化していった。こ

の変化は彼らが英語系住民に同化することを促す主な要凶になった。

意思疎通の手段という性格を持つ言語は、人の内面世界にかかわる宗教に比

へ同化しやすいといえる。通常、2つの異なる言語集団間のコミュニケーショ

ンにおいて、政治、経済、人口なとすべての面で少数派に置かれている集団は、

もう一方の多数派の言語を採用せざるをえない。英語系住民（雇用主、同僚、

公共機関、商店）との日常的接触はフランス語ではなく英語で実現される。英

語が支配する都市部では、家庭をのぞき学校教育を始めあらゆる環境が英語の

世界である。したがって社会生活を営むためには英語を使用せざるをえず、ま

た英語能力が社会的地位の向トに帝接に結びついていることから、英語圧力は

さらに強くなる。このように彼らは都市生活に組み込まれた時から、絶え間な

い同化の圧力にさらされていく。

アカティアン達は英語系住民との同等の政治的権利を接待するため、19世紀

巾薫から様々な闘いを繰り広げると同時に、それを自らのアイデンティティを

守ることに強く結びつけてきた。とりわけ、フランス語擁護のための様々な闘

いと活動は、単に文化的権利の枠でなく、民族存続の根源にかかわる最も重要

な課題の一つと見なされた。1867年7月8日、ニュー・プランズウィックのシェ

ディアックで沿海諸州で初めてのフランス語新聞「ル・モ二テール・アカディ

アン」（Le Monlteur Acadlen）が誕生した。この新聞は自らの意思を自らの

言語で代弁し、円らの言語と文化を守ることを目指した。この新聞の一面に記

されたモットーは「我々の宗教、我々の言語そして我々の風習」であった。フ

ランス擁護のための闘いにおいて特記すへき出来事は、パスカル・ポワリエ5）

による「アカティア方言辞典」（Le Glossalre aCadlen）の編纂の試みである。

1875年頃に始まり、その原稿の一郎は「ル・モ二テール・アカティアン」、「エ
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ヴァンシュリン」などの新聞紙上に掲載された。彼は辞典編纂によりアカデイ

のフランス語の地位を向上させ、その文化の振興に大きく貢献した。この辞典

が日の目を見るのは彼の死後数十年たってからである。

アカディアン遠にとってフランス語の教育は、自らの文化と言語を守り発展

させるうえで非常に重要であった。沿海諸州のカトリック教会は19世寿己末から、

ケへック出身の修道士および修道女の援助を受け独自の学校を設け運営し、宗

教教育を柱とするフランス語による教育を行った。しかし、財政難と英語系プ

ロテスタント住民の利益を代弁する州政肘の敵意により、さまざまな問題を抱

えることになる。1871年ニュー・プランズウイック州で採択された「コモン・

スクール法」（Common SchooIAct）は、宗教から独立した公立学校の設立

を定め、カトリック系学校に対するすべての助成金を廃止し、すべての教師を

フレデリクトンの英語系師範学校で養成することを命じた。すなわち、この法

令はフランス語教育を廃止し英語による教育の一元化をねらったのである。ア

カディアン達はこの法令に激しく抵抗し、1875年8月、学校選択の権利を取り

戻した。このことはアカティアン達が運営する学校の発展には結びつかなかっ

た。なぜなら、州当局は「コモン・スクール法」の名のもとに、フランス系カ

トリック教会が運営する学校には財政援助を行わなかったのである。

フランス語の擁護は、その（もしくはそれによる）教育ばかりではなく、そ

の社会的地位を高めることによりいっそう確かなものとなる。都市部のフラン

ス語系住民が多数を占める居住地域においても、彼らは職場、商店などで英語

の使用を強制される。そのためアカティアン達は自分達のフランス語が劣って

いる言語とみなし、その反動として英語を日常的に使用するようになり同化が

促進されていった。アカティアンのアイデンティティ擁護のためには、フラン

ス語の社会的地位を向上させることはフランス語教育を強化発展させるのと同

じく重要な課題である。

3．2　沿海諸州における言冨引こ関する法律

沿海諸州では言語に関する様々な法律が制定され、以前にくらへフランス語

の法的地位が向上している。フランス語の法的地位は沿海諸州においてそれぞ

－96－



アカディのフランス語についての一考察（金）

れ異なっている。

a　ニュー・プランズウィック州

この州はカナタで唯一州レヘルにおいて二重言語主義に基づく言語政策を実

施している。すなわち、フランス語が英語と共に公用語の地位にある。1970年

代巾葉まで、学校教育は英語（部分的にフランス語）で行われていたが、1976

年に制定された法律により、フランス語系住民が多数を占める地域においてフ

ランス語だけによる教育が認められるようになった。また、フランス語系住民

が少数派の地域では二重言語教育が実施された。1981年には英語系住民とフラ

ンス語系住民の平等が法律により定められ、少数派フランス語系住民に不利に

働く二一項言語による学校制度を廃止した。これにより英語系とフランス語系住

民それぞれのための独自の教育制度が確立し、フランス語系住民の子弟達が母

語による教育を受ける権利がより確固としたものとなった。しかし、州都フレ

チリクトン（約47万人）、州最大の都市セント・ンヨン（約10万人）など英語

系住民が多数を占める都市では、この制度が実質的に施行されるのは最近になっ

てからである。州第2の都市モンクトン（約5．9万人）には、フランス語系の

モンクトン大学（L’unlVerSlte de Moncton）がある。1968年には同大学に沿

海諸州で最初のフランス語系師範学校が設立され、1980年には他の2つの単科

大学6）が同大学に統合された。裁判所における使用言語に関しては、1976年と

1979年の法律では、フランス語で裁判を受ける権利が認められ、1990年から証

人および被告が通訳を介さずに、フランス語で陳述を行えるようになった。

b　ノウァ・スコンア州

1981年の教育に関する新しい法律により「アカティアン学校」が認められる。

フランス語系fl民は彼らが多く居住する地域で、フランス語による教育（小、

中学校）を受けることができるようになる。人文科学系のフランス語系大学、

サント・アンヌ大学（L’unlVerSlt6de Salnte－Anne）がある。1987年からは、

刑事訴訟に関してはフランス語で訴訟が可能になった。

C　プリンス・エトワート・アイラント州

フランス語による教育権が公式に認められるのは、他の2州に比へ遅れ1985

年になってからである。それ以前は、フランス語系の生徒が多数を占める学校
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では、フランス語が第2言語として教えられ、フランス語読本が許容されてい

たにすぎない。1990年アカディアン学校の自治が認められ、フランス語系の最

初の判事が任命された。

3．3　深刻化する同化問題

孤立状態から脱皮し始めると同時に、アカディアン・コミュニティは人口の

流失と英語系コミュニティへの同化というあらたな問題に直面することになっ

た。統計で見るアカティアンの同化の度合いは、2つの方法で計ることができ

る。まず、総人口におけるフランス語を母語とする人口の比率の推移により、

フランス語使用者が英語使用者に移転した割合を推定することができる。次に、

フランス語を母語とする人口とフランス語を使用言語とする人口の比率の推移

により、幼年時代に主に両親から教わった言語、すなわち母語が、どれくらい

の割合で他の言語に置き換えられるのかをはかることができる。

表1　母語による人口分布（1996）

Popuαわ0m geOn　α　α乃glJe mα拍mege（Jg96）

言嘉＼＼→→、、、＼グ ���DX�C��B�N．S． 碑�D(�B�

132，855 塔祷�C都��729，625 

132，415 塔店�CssR�722，280 

英　語 ��#H�3��R�836．240 鼎s8�3#c��

5，550 �3X�C�C��239，730 

その他 �(�3�c��24，495 祷�C#���

440 滴�3�迭�6．345 

315 �(�3C���5，275 

115 ���3c3R�980 

15 �����65 

その他 ���55 �#R�

Source　立αかぶれqαe Cα乃αdα，月ecemSemen亡deJ996

注　PEI（プリンス・エドワート・アイランド州）、NS（ノヴァ・スコノア州）、

N B（ニュー・プランズウィック州）
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表2　沿海諸州におけるフランス語系住民人口比率の推移（1971－1996）

血Duか0几dgSαレズde5才ナαnCOp九0几egdα几SエeSProumCeβ〟肌とlme57）（79円－7996）

√＼＼讐 ��都��1981 ��塔b�1991 ��涛b�

P．E．1． 塗�Ch�2�5．0％ 滴�Cx�2�4．5％ 滴�C8�2�

N．S． 店�C��2�4．3％ 滴�C��2�4．2％ 滴�C��2�

N．B． �38�C��2�33．6％ �38�3X�2�34，0％ �38�C(�2�

Source　エビ恥0わd乙e71ヱe mαrd12d∂cembre，J997（盈α加わque Cαnα血）

e　βα£αlre e　エαCんqpegk gecr如αrα£dEα亡，相即

カナタは連邦レベルでは英語とフランス語を公用語とする二重言語主義を実

施している。1996年の国勢調査によると、フランス語を母語とする人の数はカ

ナ夕食人目の235％を占めている。フランス語系住民のうち約87％がケベック

州に居住し、沿海諸州にはわずか365％しか住んでいない。残りの935％がそ

の他の地域である。ケへック州ではフランス語系住民が人口の815％を占め、

フランス語が絶対的多数派の地位を占めているのに対し、沿海諸州ではフラン

ス語系住民はきわめて少数派である。衷1が示すように母語を複数とする人た

ちが少数ながら存在する。これは言語による人口調査が自己申告に基っいてお

こなわれるからである。母語を複数とする人口はカナダ全体では14％である

が、沿海諸州では06％にすきない。

表2で示されているように、1996年現在ニュー・フランスウィック州では、

フランス語系住民は332％で、少数派であるが州人口の3分の1を占めている。

一方、プリンス・エドワート・アイラント州、ノヴァ・スコシア州ではそれぞ

れ43％と40％に過ぎない。

1971年から1996年までの間、沿海諸州すへての州においてフランス語系住民

の比率が低くなっている。1971年に比へ1996年は、ニュー・フランズウィソク

州とノウァ・スコシア州では、それよりそれぞれ06ポイントの微減であるが、

プリンス・エトワート・アイランド州では23ポイントも減少している。

次に、フランス語を家庭で使用する人「1比率の推移を見ながら、フランス語

系住民の同化現象を考察する。フランス語が州レヘルの唯一の公用語であるケ

へソク州では、フランス語を家庭で使用する人口の割合（828％）が、フラン
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ス語系住民の割合（81．5％）を上回っている。一方、沿海諸州すべての州でフ

ランス語の地位がさらに少数派に追いやられている。ニュー・プランズウィッ

ク州では、フランス語系住民の92％が家庭においてもフランス語を使用してい

るため、様々な圧力にもかかわらず同化現象に抵抗しているのが分かる。しか

し、プリンス・エトワート・アイランド州とノヴァ・スコシア州では、その割

合がそれぞれ52％、56％である。このことは、このふたっの州においては、フ

ランス語系の人口の約半分が日常生活において殆どフランス語を使用しないと

いうことを意味する。なぜならば、この二つの州においては英語だけが公用語

であるため、公共施設、職場、商店なとではフランス語が通じないからである。

ニュー・フランスウィック州でフランス語使用率が高いのは、フランス語系住

民が人口に占める割合が他の2州に比へ高いこと、そして州レベルでの二重言

語主義によりフランス語の法的および社会的地位が比較的安定しているためで

あろう。

表3　フランス語を家庭で使用する人口比率の推移

guoJUわOn deSとα㍑∬deJαpOpuJα比0乃qα　pαre e舟α花αlS a　α刑α15071

州＼＼→＼＼讐 ��都��1991 ��涛b�

P，E，Ⅰ． 滴�C��2�2．4％ �(�C(�2�

N．S． �8�CX�2�2．5％ �(�C(�2�

N，B， �3��3H�2�31．2％ �3��CX�2�

Source　上e恥0！乙d乙印．～e mαr（九2d如emもre，J997（5αわざ的ue Cα几αdα）

表3が示すとおり、フランス語を家庭で使用する人口の割合は、1971年から

1996年の間、ニュー・プランスウィック州では減少がみられるが比較的安定し

ている。一方、ノウァ・スコシア州とプリンス・エドワード・アイランド州で

は、1971年に比へた1996年の数値は、それぞれ約37％，45％も減少している。

表1と表3をもとに同化率を計ると、1996年現在ニュー・ブランズウィック州、

プリンス・エドワード・アイラント州、ノヴァ・スコシア州はそれぞれ84％、

477％、436％となる。1981年から1996年の間、常に最も同化率が高いのはプ

リンス・エトワード・アイラント州で、フランス語系住民のほほ半分が同化し

【100－



アカディのフランス語についての一考察（金）

ている。同化現象は農村部に比べ都市部においてより深刻で、その傾向は1970

年代初頭にすでに現れている。衷4が示すように都市部では農村部の2倍から

表4　都市部と農村部における同化率

エegとαuJ d’αgSエmとよαhOJl（ゴes FrαnCOp力0れeS ddnSヱes cenとrgs urbαmg

．J　∴・．ヾ　り∴1二Ll‾nJr．∴l

都市部（Centresurbains） ��

N．B． ��(�2�4％ 

P．E．Ⅰ． 田H�2�32％ 

N．E． 鉄��2�17％ 

Source L，eS AcadLenS，Jean－Claude VerneX

3倍の割合で同化が進んでいる。

農村部のアカティアン達は英語系住民から離れて暮らしており、彼らと日常

的に接する機会が比較的少ない。アカティアン・コミュニティの中で仕事をし

日常生活を営むため、英語を使わなければならない状況に置かれることが都市

に比へ少ない。一カ、都市部では職場をはじめ日常生活においても英語を使用

するため、家庭においても徐々にフランス語を使わなくなってしまう。特に、

都市部に住む若い世代は、自分たちが使うフランス語がフランス（時にはケベッ

ク）のフランス語と英語に比へ2南に劣った言語であるという劣等意識のため、

ますます英語を日常的に使用する傾向にある。

以上統計で見るように、近年アカディアン達の同化の流れはますます加速し

ている。アカティアン連は1775年の「アカディアン追放令」の悲劇から不死鳥

のことく再生し、その後200年以上にわたりカトリック宗教、フランス語、風

習を日常生所の中でかたくなに守りながら自分たちのアイデンティティを保持

してきた。その過程でフランス人入植者コミュニティからアカティアン民族へ

と形成されてきた。しかし、近印のアメリカ文化の氾濫と市場経済のさらなる

クローハル化は、「追放」という暴力がなしえなかったアカティアンの同化を

非暴力的方法で促進させている。かつては「ル・クラン・デランジェマン」が

アカティアン民紋の「存続」を危機にさらしたが、今日、同化がアカティアン
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民族の「存統」（sumVanCe）にとって大きな脅威である。アカティ民族にとっ

て、フランス語の擁護は単に言語上の問題ではなく、自らの「存続」を左右す

る重要な課題である。

4．7カディのフランス語の特徴

カナダのアカディアンたちは主にニュー・ブランズウィック州、プリンス・

エトワ‾ド・アイラント州、ノヴァ・スコシア州なと沿海諸州に住んでおり、

ケへソク州のカスペシ、ニューファンラント州などにも小さなアカディアン・

コミュニティが存在する。この論文では沿海諸州のアカティアン達のフランス

語を中心に音韻および音声、形態、統辞、語彙の面から考察することにする。

使用人口が比較的少ないにもかかわらず、アカディのフランス語はすへてのア

カディアン居住区において均質な言語ではない。ある地域で見られる言語的特

徴が他の地域には当てはまらない場合がある。したがって、最も全般的な特徴

を中心にアカティのフランス語について記述する。

4．1音韻体系と音声上の特徴

4．1．1音韻体系

アカティのフランス語は規範フランス語と様々な面で異なるが、まず両者の

音韻システムの遠いをのべるとする。後者の音韻体系が36の音素で成り立って

いるのに対し、前者は33の音素である。アカディのフランス語の音韻体系にお

いては〔∂〕は音素として認められない。半母音〔日、〔q〕、〔W〕は規範フラン

ス語において独自の音素として認められるが、アカディのフランス語ではそれ

ぞれ〔1〕、〔y〕、〔u〕の異音（allophone）である。たとえば、規範フランス語

においては、abellle（大修道院）〔abeJ〕とabbaye（蜜蜂）〔abel〕の二つの

語は、〔E〕と〔e〕の異なる音素と共に〔J〕と〔l〕によって区別される。他

方、アカディのフランス語においては〔Hが〔1〕の異音にすぎないので、

〔已〕と〔e〕だけが2つの語を区別する機能を持つ。フランスでは鼻母音〔虎〕

と〔巨〕の違いが徐々になくなっているが、不定冠詞unの使用頻度が高いため
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完全に消えてはいない。しかし、この音素はアカティのフランス語音韻体系か

ら消失してしまった。（LoulSe Peronnet）アカティのフランス語には、規範

フランス語の音韻体系に独自の音素として存在しない二つの音素〔h〕、〔E〕

（〔e〕の長母音）がある。子音字hは文法上においては無音のh（h muet）と

有気音のh（h asplre）に区別されるがどちらも発音されない。したがって、

hauteur（高さ）とauteur（著作者）は同音異義語であり、発音上においてこれ

ら二つの語が区別されるのは冠詞と結合した場合である。名詞hauteurのhは

有気音のhのため冠詞laは母音省略（ellSlOn）されることがなく、la hauteur

〔1a otce r〕と発音され、名詞auteurの定冠詞1eは母音省略され〔lotce：r〕

と発苗されるため同音異義語のこれら二つの語が区別される。この点に関して、

アカティのフランス語では音韻体系に〔h〕が音素として存在し発音されるた

め、これらの語は同音異義語とは見なされない。子音字hが発音される語は、

殆どがゲルマン語源を持っ有気音のhの語である8）。

haler〔hale〕　　　－　aller〔ale〕

hauteur〔hotq（r）〕－auteur〔oto・（r）〕

アカディのフランス語では、短母音と長母音の区別が以然として残っている

が、母音の長さの違いだけで意味の違いを表すことはまれである。母音の長さ

の違いは、多くの場合patte〔pat〕（短母音）、p孟te〔pat〕（長母音）のよう

に異なった音色を持つ語と結びついており、二つの語を区別する機能を部分的

にしか持たない。上ですでに述べたが〔言〕は〔E〕とは異なる独自の音素であ

りあらゆる場合において長母音である。

1ettre〔l盲t（r）〕　1’看tre〔let（r）〕

poll〔pw盲1〕　　　pogle〔pwel〕

フランスでは、〔9〕は語の末尾以外では〔α〕と発音され、そして北部の半

開母音〔0〕は〔⊃〕に開く傾向がある。また、南部地域では〔α〕は前書化さ

れ〔a〕と発音されたり、これら二つの母音の区別が比較的行われている北部

地域においても、これら二つの母音を中間の〔A〕で発音する傾向が見られる。

他方、アカディのフランス語においては〔0〕と〔ce〕（JeGne〔）qn〕－Jeune

〔JCen〕），〔0〕と〔〇〕（p61e〔pol〕－Paul〔p〇l〕），〔a〕と〔a〕（patte〔pat〕一
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p飢e〔pαt〕）の発音上の対立が顕著に残っている。

4．1．2　音声上の特徴

一般的にアカディのフランス語の母音は規範フランス語のそれに比べ、緊張

度が弱くゆるむ（relaChe）傾向にある。特に〔1〕、〔y〕、〔u〕は次にくる子音

の影響を受け規範フランス語に比へより開音になり〔Ⅰ〕、〔Y〕、〔U〕のように

発音される。なおこのような母音の開音化はケベックのフランス語にも共通し

て見られる。

plpe〔plp〕　butte〔bYt〕　soupe〔sUp〕

アカティのフランス語は母音、子音の発音において多くの特徴を有するが、

それらについて規範フランス語と対比させながら具体的に考察してみる。例に

あける語に関しては、先にアカティのフランス語の発吉、そして次に規範フラ

ンス語の発音を記す。

a〔0〕，〔っ〕／〔u〕

homme〔um］L〔っm〕　　　　pomme〔pumト〔p〇m〕

nommer〔numeト〔n〇me〕　　personne〔parSun〕－〔persっn〕

frlpOnne〔frlpun〕－〔frlpつn〕　chose mlZトUb：Z〕

鼻子音〔m〕、〔n〕および摩擦音〔Z〕が後続する場合、〔0〕、〔○〕は〔u〕と

発音される。

b〔u〕／〔0〕，〔〇〕

fournlr〉fornlr（／or几エr1160）　goudron〉godron（goとrα花1647）

JOurn如〉JOrn6e（JoT・′諺e1160）louvoyer〉loveyer（louoyer1621）

〔u〕が〔0〕、〔っ〕と発音される語の数量は限られているが、ヒ記の例に見

られるように、それらは語源をたどれば、かつて〔0〕もしくは〔〇〕と発音さ

れていた語である。例えば、アカティのフランス語では動詞ou占glerを0あJZer

と発音する。この動詞の語源は俗ラテン語の0鋸Iderであり、フランス語では

11世紀中葉まではobler（Vle de Salnt AlexIS，1050）と表記されていた。11
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世紀末に現れた〟bJとerにより0鋸Ierは徐々に駆逐され、現在フランスでは一部

の方言に残っているだけである。

C　〔5〕／〔幻

malSOn〔mez畠〕一〔mEZ5〕　cloISOn〔klwez畠］T〔klwaz5〕

toISOn〔twez畠〕－〔twaz5〕　gar90n〔gars畠］－〔gars5〕

monde〔m畠d〕一〔m5d〕　　mouton〔mut畠〕－〔mut5〕

語の末尾の〔5〕が開音化し〔畠〕と発音される。このような〔5〕の開音化

の傾向はケへソクのフランス語においても見られるが、さらに開き〔畠〕に発

苗されることは一般的にまれである。

d〔巳〕／〔e〕

blere〔bJe．r〕－〔bJe・r〕　dernlere〔darnlerト〔dernJe・r〕

frere〔fre．r〕－〔frE r〕　pere〔pe．r〕－〔pe：r〕

nelge〔ne5ト〔ne5〕　　selZe〔se．Zト〔sE：Z〕

語の末尾の〔r〕、〔Z〕、〔3〕の前の〔E〕は〔e〕と発音される。このように

発吉されるのは一定の語に限られている。この変異体（varlante）〔e〕はケベッ

クの俗語（1eJOual）にも現れる。フランスでも長い間、閉鎖音節語の末尾の

且の発音か〔亡〕と〔e〕の間で揺れていたことは、18世紀まで托rre・p reの

脚寵は批判されていたということから明らかである。19世紀においても、学校

では依然として語の末尾の／E5／（coll鴎e，1L昌ge，pl畠ge，etC）は〔e〕の音色で

教えられていた。規範フランス語ではmere（母）とmer（海）、p如e（父）と

palre（対、組）はそれぞれ同古語である。一方、アカティのフランス語では

これらは同音語ではない。

mere〔mer〕／mer〔mE．r〕　pbre〔pe：r〕／palre〔pe：r〕

e．〔Er〕／〔ar〕

cercle〔sark（1）〕－〔serkl〕　chercher LhrJbトしたnTe〕

ferme〔farm〕－〔fErm〕　　mercl〔marsl〕r〔mErSl〕
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perle〔par（1）〕イperl〕　　verge〔var3j－〔vEr3〕

〔Er〕に子音が後続する場合〔ar〕と発音される。この特徴はケベックのフ

ランス語にも現れ、フランスの中西部地方と中部地方の方言にも残っている。

f　〔wa〕／〔wE〕

armolre〔armwer〕－〔armwar〕　bolte〔bwet〕一〔bwat〕

colffe〔kwef〕－〔kwaf〕　　　　　6tolle〔etwel〕－〔etwal〕

SOlr〔swEr〕一〔swar〕　　　　　　paroISSe〔parwes〕－〔parwas〕

アカティのフランス語に今なお残っている〔wE〕は、17世紀頃のフランスで

一般的であった古風な発音である。13世紀から〔wE〕の発音は〔we〕と〔we〕

の問で揺れていて、16世期頃には次第に後者が優勢になっていった。さらに、

パリの民衆の発音では〔wE〕がより開音化し〔wa〕に変化していった。当時

の又法家達の強い反対にもかかわらず、やがて〔wa〕の発音が正しく、〔wE〕

は農民の発音と見なされるようになった。

g〔t〕，〔d〕／〔tJl，〔d3〕

amlt16〔αmlUも〕－〔αmltJe〕　　molt16〔m〇Uも〕－〔mowatJe〕

tlede〔tJtdト〔tjed〕　　　　　dlable〔d3a：b〕－〔dja：bl〕9）

Acadlen〔akadSg〕L〔akadJe〕　Dleu〔d3g〕－〔dJ◎〕

〔t〕〔d〕は前方母音と結びついた半母音〔目　の前で、それぞれシュー音の

口蓋音（chulntante Palatale）となり〔U〕〔d3〕と発音される。〔tn〔d3〕の

発音は古フランス語に存在したが、12世紀に入り次第に〔刀〔3〕へ縮減して

いき消滅した。なおケヘックのフランス語においては、〔t〕，〔d〕が〔1〕，〔y〕

の前で歯擦音化（asslbllat10n）しそれぞれ〔ts〕，〔dz〕となる。

b．〔k〕，〔g〕／〔肌，〔d5〕

Quebec〔tJもbek〕－〔kebek〕　aucun〔otTe〕－〔ok虔〕

calSSe〔tJts〕－〔kes〕　　　　paquet〔patTb〕－〔pake〕

gulde〔d51d〕－〔gld〕　　　　guetter〔d3eteト〔gete〕
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gueule〔d3〔el〕－〔gcel〕　　regaln〔rd3巨〕－〔r（∂）g巨〕

前方母音〔1日e〕の前の〔k〕，〔g〕は口蓋化し、それぞれ〔肌，〔d5〕と発

音される。この場合、〔刷，〔d5〕はそれぞれ〔k〕，〔g〕の異音である。これ

らの発音は古フランス語期にさかのぼると推測される。12世紀後半まで、当時

の苫記法にしたがいC（qu）は子音字Leの前では〔ts〕，C㌧Uの前では〔k〕と

発音され、そして、αの前では主に〔k〕であったが〔肌の場合もあった。g

は乙，eの前では〔dS〕と0，Uの前では〔g〕は主に〔g〕もしくは〔d3〕と発音

された。しかし、上記のように舌フランス語期においてC（qu）がlとeの前

では〔ts〕と発音されていたのに、なぜアカディのフランス語では〔ts〕になっ

たのであろうかDそれは、Cがαの前で〔川　と発音されたこと、さらにCとg

の相関（correlat10n）から起こるアナロンp（すなわち〔tn　と〔d3〕の相関）

によるものではないかと推測する。なお、〔肌　の発音はフランス中西部の方

言に残っている1㌔

1．語の末尾の子吉守一t，－Sの発音

bout〔bUtJ debout〔dbUt〕　tout〔tUt〕lnqulet〔etJtt〕

規範フランス語において本来発音されない子音字－tが発音される。

一方、genS〔5畠〕の語のように本来発音されない末尾の－Sが発音され、flls

〔flS〕のように本来－Sが発音される語において発音されない。そのため語の末

尾の－Sのリエソンは－tによって取り替えられun gro－Z－hommeがun gro－t－

hommeと発音されることがある。

J〔日，〔r〕の脱落

語の末尾の子吉〔1〕，〔r〕は特に閉鎖音の後で脱落する傾向がある。

table〔tab〕　bouele〔bUk〕　fable〔fab〕

notre〔n〇t〕　coudre〔kUd〕　propre〔prコP〕

quelque〔t烏k〕、leur〔1（℃〕のように、語末以外や閉鎖音の後でない場合に

おいても脱落することがある。なお、子音〔1〕，〔r〕の脱落はケへックのフラ

ンス語やフランスの俗語においても見られる。
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アカディのフランス語の音韻体系と旨声上の様々な特徴について述べてきた

が、それらはフランス中西部（主にサントンシュ、ポワトゥー）の方言、17世

紀頃のフランスの古風な発音、俗語の発音などと多くの共通点があるのが分か

る。フランス中西部からの入植者たちが、現在のアカディアンたちの祖先の多

くの部分を占めているということと、アカディのフランス語がアカディ創立以

降、フランス本国で起きた言語上の様々な変化の影響をあまり受けなかったこ

とに開通する。

4．2　形態論上の特徴

形態論上の特徴に関しては、アカディのフランス語はケベックのフランス語

と多くの共通点をもっており、それらのうちいくつかはフランス語の俗語にも

見られるものである。

a　形容詞および名詞の語尾－eurが－euXになる。

menteur－menteuX，　COureur－COureuX，　pacheur一一p昌cheux

b6cheur－畠Cheux，　　brallleur－brallleux

b　指示形容詞は名詞の性数に関わりなくC’t，C’te（S），e’（またはその変形）

になる。

C’tllVre（cellVre）　　　　　　C，t homme（cet homme）

C’te femme（cette femme）　　C’tes hommes（ces hommes）

a C’prlntempS（ce prlntempS）　a C’t畠ann畠e（cette ann6e）

C　指示代名詞celul－Cl，Celu1－ははcti－Cit，Ct1－la，CtelLl畠（またはその変形）

の形になる。

《Et c’t1－la qul trOuVelln treSOr，（）》（A．Malllet）

ケへックのボース地方、フランス北部および西部地方の方言でこの形が用い

られることがある。
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d．人称代名詞の三人称は性数に関係なく1の形で表す。

《JS’em U血》（n vlemt）

肘etwnspassolidessu hpieds》（IIsn’etalent paSSOlldessurleurs

pleds）（L Perronet）

《CesJeLmeSfLlles一晩乙50nt eXC乙tbes．》（CesJeuneS filles－la，eueS SOnt

excl愉娼）．（し．Perronet）

女性形にはa，aue，leueなどの形がある。aの形は数の区別なく使われ、

dleは単数で母音接続（hatus）を避けるために、そして1elleは被制格にお

いて使われる。

掴’m’a dLt qLLejbllLt aOubTV SOn aUeTW．》（elle m’a dlt qu’ilfaille

avolre SOn aVenlr）（AMaluet）

《Aue est bonne（elle est bonne）．》（P Polrler）

《C’te T・Obe一払est b u）lle》（cette robeLla est a elle）．（E．Boudreau）

e l人称単数形のJeが複数形nousを表す。

《Je TWuS aUOnS beaucoup amuses．》（nous nous sommes beaucoup

amu頭S）（P Polrler）

《Coume caJe SerOnS au mOmS deux》（comme関nOuS SerOnS au

molnS deux）．（A Malllet）

f　動詞の三人称複数はuntで規則的に語尾変化する。

《加S mmmと摘Uα〃錯e亡ro甜古郡〃血弟50mと（）．》（A．地肌et）

餌αUO71亡とouと古画》（L PかOn冊t）

U rm．／り仙明rJ

g　複合過去時制の助動詞はavolrのみを用いる。

規範フランス語の複合過去時制は助動詞（avolr，看tre）と過去分詞で成り

立っている。アカディのフランス語では、助動詞としてのetreは受動態にし

か用いられず、aVOlrのみが複合過去時制の助動詞になる。

－109－



アカディのフランス語についての一考察（金）

的uaTldilaamueauxEtats．》（QuandilestarrlV6auxEtats－UnlS）

《Jg’αUOnとpゆαr～皮卯rれ》（IIssesontpr6pares畠partlr）

h　代名動詞の用法が規範フランス語と異なる。

他動詞が再帰的意味に用いられ、代名動詞ような機能を持っ。Jeprom紬e

（Jemepromene）。フランス語では直説目的補語が身休の一部を表すとき、

所有形容詞の使用を避けるため代名動詞を用いることがある。それとのアノロ

ゾーから、身体の一都を表す語が直接目的であっても他動詞であるべき文にお

いて代名動詞を用いる。Sefermerlesyeux（fermerlesyeux），SefouTTerle

nez（fourrerle nez）。

フランスの俗語にも見られるが、補語代名詞を主語の人称にしたがい変化さ

せずに常に三人称のseを使う。これは特に不定法、現在分詞、ジェロンディ

フのとき顕著に現れる。

《Ⅳousauonsunelangeets’auonss’eT”eT・U乙r（．）．》（MarlChette）

脚ouぶαJg10花ざSeprOme乃er》（P．Gerln）

且几SUnねぶα几　几0USpOUUO花8座uβ別r．》（P Gerln）

1動詞の活用形と過去分詞の作り方が規則的である。

動詞の直説法活用形

〔Avolr〕

現　在J’al，tu aS，lla，

〕’avons（J’ons），VOuS aVeZ，laVOnt（1，ont）

未来形J’araL t，aras，11ara，

］aVOnS，VOuS areZ，1arOnt

〔Almer〕

現　在J’alme，t’almeS，llalme，

J almOnS，VOuS areZ，1almOnt

半過去J’almalS，t’almalS，11almalt，

J almlOnS，VOuS almleZ，1almlOnt
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〔Partlr〕

現　在Je parte．tu partes，lparte，

Je partOnS，VOuS ParteZ，l partOnt

〔Volr〕

未来形Je volral，tu VOlraS，l VOlra，

）e VOlrOnS，VOuS VOlreZ，l VOlrOnt

過去分詞

courlr－COurl（couru）　　6couvrlr－decouvrl（decouvert）

mourlr－mOurl（mort）　moudre－mOudll（moulu）

sulVre－Sul（sulVl）　　　telndre－telndu（telnt）

J　関係代名詞に後続する動詞は単数形になる。

C’eS亡eu∬卯I Uαゐ〟oJはr細J demαm．

C’eSとms叩l叩たわpⅣmH汀．

4．3　統辞上の特徴

口語体ではJ’L，“－t乙PrendTY tOut CaP（Estl光queJe ValS prendre tout

印？），J’allwns tLPaS OublLerde souhalteT・…（Je n’allalS paS Oubller de

souhalter）などの擬閏文に見られるように疑問の小辞－tlが頻繁に使われる。

さらに、《QuoICeSt que VOuS dlteSlえ？》のように疑問形が冗長な構文にな

る。また、《Comment qu’l S’en vlent？》　《Sl que tu VeuX Venrr，J’lrate

chercher》《Quand que tu vlenSワ》などのように疑問副詞、接続詞をqueに

よって強める傾向があるのも特徴としてあげられる。これらの特徴はケベック

のフランス語においても同じく見られ、フランスの俗語にも共通するものであ

る。

動詞の法に関しては、接続法の使用に対するためらいや、接続法と直説法の

間のゆれがあることが特徴である。C一郎亡血mm喝e耶〟，肌0汀卿r叩e，

atreconteTu queの表現、動詞cralndre，regretterなどの従属節、aUant que，

以m que，αOl Ueなどの副詞節などで、接続法の代わり直説法が用いられ
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る。さらにSlに導かれる条件節で直説法のかわりに条件法が用いられる。

肌esとco花亡e几亡q払’乙gツαUα上とCeむ0几rWOrf e汀とre geS bUreαU∬．》

（MarlChette）

《エe u乙eαエ　ア血　αpekr q〟eJeS Cα几UeSSeur5　匹〟rrO花と（．）．》

（MarlChette）

《壷pourrα乙g Sりe UOUdrαば．》（LP昌ronnet）

この語法はケベックのフランス語にも共通して見られ、またフランス、ヘル

キー、スイスの俗語にも存在している。

次に前置詞に関して述べるとする。S’attendre，PenSer，enCOuragerなど前

置詞畠を介して従属不定法をとる動詞において畠ではなくdeを用いる傾向があ

る。また、前置詞の畠やdeがa matm（cematln），a tOuSlesJOurS（touS

1esJOurS），aChaquedmanche（chaque dlmanChe），de soLr（ce soir），de

nu乙t（cette nult）のような形で、時を表す副詞句に付けられる。規範フラン

ス語は前置詞畠，de，enなどは反復するのが正しいとするが、アカティのフラ

ンス語ではしばしば省略される。

餌e Uα8∂〟0はrαJeと几0几C O乃》

《Asとe弘r，ノ’“pαgpeurdemon加Jeあou亡du花eZ（）ou d丘がαCerJα

80叩e（．）》（MarlChette）

フランスではすでにすたれてしまったa cααぶe q〟e mα柑　Ueなどの構文

が依然として残っていることもアカディのフランス語の特徴としてあげること

ができる。

《壷gor叩αざ∂Cα〟SeqUeJ’α日er／乙ume》

英語的語法（angllCISmeS）は統辞法に少なからぬ影響を及ぼしている。フ

ランス語では英語に比へ受動態をあまり用いず、能動態における間接目的は受

動態の主語にはならない。アカティのフランス語では英語的語法に倣って、血

SuLSd乙fque～，（Iamtoldthat），JesuLSdeTnandedefaLrequelquechose（I

am asked to do somethlng）のような誤った受動態構文がよく確認される。

これらの文では動作主が示されていないので、それぞれ0花me d止す〟e～，

0乃medemαmdg de／αlre qUeJque cゐ0ぶeとなるのか正しい。関係代名詞が前
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置詞の目的語となる場合、フランス語では前置詞は関係代名詞の前に位置する

が、英語に倣い関係詞の後にくる。エ’加mmequりepαrJe。Ue。．（し，h。mme

avec qulJe Parle）

4．4　語彙の特徴

語景論上の特徴については、古風な表現および方言、先住民の言語からの借

用語、アカティの新しい自然、生活環境に適応して生まれた言募、意味の変化、

英語的語法の観点から述べるとする。

4．41古風な表現および方言

アカティのフランス語には、17世紀頃まで古典作家達によって使われていた

が、現在では廃れてしまったり一部の地方でしか使われない古風な言責が数多

くある。

S’asslre（S’asseolr）・aStheur（えcetteheure）．avarlCleuX（avare），

bagouler（bavasser）・baslr（dlSparailtre），Cha11t（unlltdespetltS），

Change（changement）・CultlVage（culture），eloese（eclalr昌lectrlque，

foudre）・farcer（plalSanter），JuSqu，atant（］uSqu・aceque），

menterle（mensonge）．menult（mlnult），parentage（parente），

SOuVenanCe（souvenlr），tllle（tranche）

方昌からもたらされた語彙も多くあり、それらは主にフランス中西部地方

（トゥレーヌ地方、ヘリ一地方なと）の方言である。

amarer（atacher，nOuer），eCOClucher（decortlquer），

fertlller（fretlller））hucher（crler，aPPeler），medalle（m6dallle），

moul11er（pleuvolr），plSSeVlnalgre（grlnCheux），

ravolr（avolrde nouveau），Zlre（degout profond）

4．4　2　先住民の言語からの借用語

フランスからの入植者蓮は、先住民（主にミクマク椀、アへナキ族なと）と

の接触を通じて彼らの言葉を借用した。それらは数の上ではそれほど多くはな
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く、主に先住民達の経済活動（狩り、漁業）、カナダの自然、地理的環境など

を反映したものである。

baydraque－embarcatlOn fabrlque de peau de veau marln

canceau・－le detrolt qulSeparela Nouvelle－Ecosseproprement dlte，

d’avecle Cap－Breton

carlbout－nOm donn6au renne du Canada

machecou畠Che－Chat sauvage

nlgOg－SOrtedeharponservantsurtoutaprendrel’angu111e

nlJaganrbourdlque Ou bordlge

poulamon－1a petlte mOrue

sagamlt6－－SOrte deboulllle

sagamos－Chef de trlbu chezles MICmaCS

taweye‾SauVageSSe

4．4．3　新しい自然、生活環境に適応して生まれた言葉

入植者達が創りだした語彙は、新しい環境で経済活動や植民地開拓に関する

用語、地理、自然にかかわるものなどである。

a　経済活動、植民地開拓に関するもの

abolteallp6cluse delev6e

boltOlr－1a porcherle（soue）畠COChonsfumees－eXCr6ments qul

permettentauxchasseursdesuivrelaplStedesanlmauX SauVageS

plOle－terme marln Slgnlflantunebonnepeche，unegrande quantlte

de poISSOnS

salebarde－6pulSette，engln de p昌Che

haler－－tlrer，trainer，tranSpOrter

tangon一grOS COrdage utlllSe aVeCles fllets de p8che

b．自然現象や自然環填に関するもの

bascullS一一amaS，blocs deglaceemplleSles uns surles autres sur

la mer
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lances－aurOreS boreales

mouvance（desgalaces）－led6partdesglacesauprlntemps

mucrc一一humlde

poudreux－Sedltdelanelgeflne LanelgeeStpOudreuse．

Salange－1’eausa16equlnegelepasentrelesglaces

OrlgnaC（orlgnal）－6lan du Canada

C　その他

bouqueux：qulS，cntetea nepasobelr・

beurdasserle－traValllnutll

boIVeuX一一lVrOgne

bout－Clbout－la－p61e－mele，en desordre

C〔だureuX‾COuragellX et brave

defal昌一arfalre，preSSe

etre en deve－etre Choqu6，1mt60u en COlさre

escal11e－eSCaller

gelnt－plalnte

gelndre（se）－Plalndre（se）

grOSSe gOrge‾gOILre

ma90une‾atre，foyer

marotter－Se falre rOSSer

marloune－SOrte de mocassaln

queneulls－yeuX de beb白

tlrSSe－Vlande corlaCe

4　4．4　意味の変化

本来「朝、窓枠」《cadre、enCadrementdefenetre》を意味する名詞chassLS

が「窓」として用いられる0また山や建物の高さを表す形許詞如血がCet

O汀mee5と　r由　α〟との文のようにgrandの意味で人間に用いられる。この

ように拡人解釈なとにより意味の変化が起きた語知が少なくない。
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culottes－pantalon

couverture－ne Se dlt que du tolt d’un edlfice，malSOn Ou grange

cuelllette－recolte en g6m6ral

groulllerrbollger，Se rernuer

haut一grand de tallle

marabout－taClturne，reV8che

occuper（S’）－rS’lnqu16ter，S’embarasser

proJeter‾CanCaner・

4，4．5　英語的語法

英語的語法はフランス語と英語の使用に関して、揺れがみられる若い世代に

顕著に現れる。英語的語法には、敷き写し（calque）、借用（emprunt）など

がある。

a．敷き写し（calque）

《0几COmJme几fe Surq比的uec加se．》

餌pe肌e几　α地rβαdeβUOツαgeS．》

動詞commemとerは他動詞であるため正しくは0nCO′mme几亡eque如ecゐ0Se

となる。それに対して、英語の動詞commentは主に自動詞として前置詞on

（upon）を伴いcommentonsomethlngの形をとる。の文に関して述べるな

ら、Su（sur）desvoyagesは正しくはen voyageである。英語のgoonatrlp

のなぞりからenvoyageがsudesvoyagesになっている。次に敷き写しの例

としていくつかの語麺をあげる。イタリック体が英語である。

r畠allSer－real乙Se COmprendre

grosserlergrOCeり′　6pICerle（grossleren nOrmand）

asaye一亡rもαg prOC由

glace－gJαSSe Verre a bolre

b．借用（emprunt）

外国語からの借用は本来新しい概念を伴って行われるが、フランス語に同義

の語史が存在するにもかかわらず、英語から借用を行うことが数多くある。例
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えは、VOlture，eh blenなとをcar，SOなどの英語におきかえる。動詞におけ

る借用は、次にあける2つの例文のように英語の動詞に規則動詞の語尾をつけ

る方法で行われる。

餌epeMpαぶq〝orderde〝ノαC如拍r　α》（JepeuxpasmepayerGa．）

餌e uaparherdanslarue》（JevalS StatlOnnerdanslar。e）

5．おわりに

アカティアンは領土を持たない民族である。アカティについて語る時、それ

が言語であろうと文学であろうがいつも提起されるのは「存続」の問題である。

フランス語系住民が圧倒的多数を占め、政治権力を握ったケへックとは異なり、

沿海諸州においてはフランス語系住民は人口の上でもまた政治、経済的権力の

上でも絶対的少数派である。アカディアン達は彼らの祖先がフランスから移住

してきてアカティの地に根を下ろしてから今日まで、その殆どの問、被征服民、

被支配民としての歴史を歩んできた。一種の孤立状態に置かれていた彼らにとっ

て宗教と言語が、アイデンティティのよりところであった。

しかし、カナダでの産業発展と産業構造の変化に伴い、フランス語とカトリッ

ク宗教が支配的であった農村から、英語とプロテスタンが支配する都市へ流入

していくことになり、その結果、現在アカティアン達が深刻な同化問題に直面

していることについてはすでに考察した通りである。フランス語系カトリック

教会がアカティアンの生活に強い影響を及ぼしていた過去とは異なり、今日、

カトリック宗教がアカティアンのアイテンティティを守る上で必ずしも決定的

な役割を果たしているとはいえない。教会離れはアカティアンの若い世代にも

及んでおり、また英語系住民であるアイルラント系のカトリック教会の存在は

同化を促す要因になりかねない。このことはアカティアンの「存続」はフラン

ス語の擁護なしには考えられないということを示唆している。ところで、今日

アカティのフランス語はそのような役割を果たせるであろうか。ある意味にお

いてアカティのフランス語は危機的な状況にある。その理由はいくつか考えら

れる0まず、言語の規範を定める課題が未だ解決されていない。さらに、作家
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アントニン・マイエ（Antonlne Malllet）をはじめとする知識人および文化

人達の努力にもかかわらず、人々は（特に若い世代）は自らの言語に対して誇

りを持てないでいる。すでにみたように、アカディのフランス語は多くの面で

フランス、ヘルキー、スイスなとのヨーロッパのフランス語とも、ケベックで

使われているそれとも異なる。このことから、国際フランス語（lerra叩alS

lnternat10nal）といわれるヨーロッパ（特にパリ）のフランス語とケベックの

フランス語に対して2頚の劣等感を抱く可能性があり、その結果自らの言語を

捨て、プラクマチソクな理由で彼らに英語を選択させ最終的には同化を促進す

ることになる。以上のような沿海諸州の貝体的状況を考慮すると、規範に関す

る課題が解決され、アカティのフランス語が新しい状況にうまく適応し発展す

ることが望まれる。

1999年の9月、ニュー・プランズウィック州のモンクトン市は「フランス語

圏首脳会議」の開催郡市として立派にホストの役割を果たし、世界にアカティ

アンの存在を知らしめた。これは、数多く存在する難題にもかかわらず、今後

アカディアン達が自らの力で自らの言語を発展させ、「存続」の危機を乗り越

えていこうとの確固とした意志の表れあろう。

註

1）ニューファンランド島およびガスペジに居住するアカディアンのフランス語を参照

することもある。

2）《　quenousnommamesArcadle，enralSOndelabeautedesesarbres》

3）アカティ史の研究者、ナオミ・グリフィス（Naoml Grlfrlths）－はこの説をとる。

4）1941年から1961年の間に、ニュー・プランズウィソク州は他の人口流出とそれによ

る山生率の低下により、13万人の人口損失がありその内80％がフランス語系住民であっ

た推定される。Jean－Claude Vernex Les AcadLenS，p59

5）Pascal Polrler（1852－1933）、1885年ニュー・プランズウィソク州のアカディア

ンの代表として上院議員に任命される。アカディアン蓬の権利擁護と教育・文化の振

興のため生涯を捧げる。執筆活動を精力的に行い著作や論文以外に雑誌への寄稿も数

多い。主要な著作には《Le Glossalre aCadlen》　電leParler franco－aCadlen et

ses orlglneS》がある。

6）Le centre unlVerSltalre Salnt－LoulSpMal11et d’EdmundstonとIe centre
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unlVerSltalre de Shlppagan

7）1981年と1986年の比率は刀αg“re e　エαC九qpeJe Seer如αrα寝’Eαら乃卯か

ら引用。

8）フランスでは、帯気音のhはゲルマン語方言地域のアルザス地方以外に、北西部

および中西郎地方の方昌に依然として存在する。

9）dlableのように半母音の後に後方母音がくる場合がまれにある。

10）フランス語分布図によれば、中西部サントンジュ（SalntOnge）の方言では、“quel

temps falt－11ウ’’のquelを〔tJb〕と発音する。LeparleT・acadLenduSLLd－Estdu

Ⅳ0昆Ueα比一月r比那MもC烏（上0【‘乙SePをroJlne亡）を参照
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